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編　集　後　記

昨年 6月より編集委員を拝命いたしております．自分も
若い頃には症例報告をまずは臨床神経に，と目指していた
ことを思い出します．その頃は原稿はすべて原稿用紙に手
書き，そして文献も図書館で Index Medicusの頁を繰って
調べるしかなかったわけで，立ち所に PubMedで検索がで
きる今とは隔世の感ですが，今も昔も良い論文の書き方は
同じでしょう．Jun Kimura先生から教わった言葉に“Have 

something to say. Say it. Stop as soon as you have said it.” 
というのがあり，若者にいつも強調しています．査読で 

も，若者の論文の直しでも，何だか色々と前置きが書いて
あったり，考察で延々とどうでもいいことが続いていた
り・・・というのは定番です．「考察はこの 1/3の長さに！」
と査読で指示することも多いです．要は言いたいこと＝
“something to say”＝“Neues”が何か？であって，その
Neuesに関係することにイントロも考察も極力絞ることが
何より重要です．
昔，何が言いたいのかよくわからない論文の査読で，「こ
の論文の Neuesは何ですか？」と問いかけたら，「Neues

はないのですが・・・」という返事が来たことがありまし
た．もちろん，即 rejectです．新規の遺伝子変異，本邦初
例である必要はない．どんな小さなことであってもいいの
です．あなたが見つけた「世界初，もしくは，日本初のこ
と」があるはずです．それが Neuesです．そのときに論
文にする価値が生ずるのです．その Neuesが何なのかを
はっきり意識しながら，すべてをそれに集束させて行く感
じで論文を書いて行けば，自ずと優れた論文となることは
間違いありません．その他，「要旨のある論文に，『終わり
に』や『結論』はいらない」とか，考察で「誰々がこう言っ
た，誰々がこう言った」という羅列はよほど画期的な文献
以外は避けるとか，論文執筆には様々な tipsがあります．
英文論文がどうしても重視される今日，和文誌は，若者
の訓練が主な役目でしょう．それでも，臨床神経の症例報
告を書いて，そして指導者・査読者とやりとりするなかで
学べる，論文を書くことの「神髄」は，英文論文にもきっ
と役立つはずです．皆様奮ってご投稿下さい．

（園生　雅弘）




